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中
国
研
究
集
刊 

巨
号
（
総
五
十
七
号
）
平
成
二
十
五
年
十
二
月　

四
一
︱
六
〇
頁

『
浮
生
六
記
』
に
み
え
る
花
論

︱『
紅
楼
夢
』
と
比
較
し
て
︱

池
間
里
代
子

は
じ
め
に

　

中
国
清
代
中
葉
、
沈
復
（
字
、
三
白
／
号
、
梅
逸
）
に
よ
っ
て

『
浮
生
六
記
』
が
書
か
れ
た
。
こ
の
作
品
は
中
国
で
は
珍
し
い
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
私
小
説
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
元
々
六
巻

あ
っ
た
が
前
四
巻
し
か
伝
わ
ら
ず
、
後
二
巻
の
偽
作
ま
で
出
現
し

た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
南
京
の
古
本
屋
で
偶
然
発
見
さ
れ
た
銭
泳

『
記
事
珠
』
に
第
五
巻
「
中
山
記
歴
」
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
が
先
年
日
中
間
で
物
議
を
醸
し
た（
注
1
）。

　

沈
復
の
執
筆
動
機
の
一
つ
に
ほ
ぼ
同
時
代
に
流
行
し
た
『
紅
楼

夢
』
へ
の
対
抗
心
が
あ
る
と
従
来
囁
か
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、

花
に
関
す
る
記
述
が
『
浮
生
六
記
』
に
お
い
て
非
常
に
詳
し
く
展

開
さ
れ
て
お
り
、『
紅
楼
夢
』
を
批
判
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
個

所
も
あ
る（
注
2
）。
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
浮
生
六
記
』
と
『
紅
楼
夢
』

に
見
え
る
花
に
注
目
し
、
両
者
を
比
較
し
た
上
で
『
浮
生
六
記
』

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
花
論
を
掘
り
下
げ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

使
用
テ
キ
ス
ト
：

新
增
补
『
浮
生
六
記
』�（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）

松
枝
茂
夫
訳
『
浮
生
六
記
』�

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
）

『
紅
楼
夢
』
上
・
下�

（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）

伊
藤
漱
平
訳
『
紅
楼
夢
』
上
・
中
・
下

�

（
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※　

引
用
箇
所
の
傍
線
は
池
間

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※　

写
真
撮
影
は
池
間

の

が
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一
、『
浮
生
六
記
』
に
つ
い
て

　

作
者
沈
復
（
一
七
六
八
：
乾
隆
二
八
年
～
？
）
は
没
年
が
不
明

だ
が
、
第
四
巻
の
記
述
が
一
八
〇
八
：
嘉
慶
一
三
年
、
作
者
四
六

歳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
書
名
の
「
浮
生
」
は
李
白

の
「
浮
生
若
夢
為
歡
幾
何
」（『
春
夜
宴
從
弟
桃
花
園
序
』）
か
ら

取
っ
た
ら
し
い
。
元
和
（
現
在
の
蘇
州
）
に
生
ま
れ
、
科
挙
合
格

を
目
指
す
も
父
の
生
業
で
あ
る
幕
友
と
な
っ
た
。
幕
友
は
知
事
の

転
勤
に
つ
い
て
移
動
し
、
自
然
と
旅
を
す
る
た
め
『
浮
生
六
記
』

は
旅
行
文
学
と
も
言
え
る
。

　

し
か
し
、
主
題
は
亡
妻
へ
の
深
い
愛
情
と
追
憶
で
あ
ろ
う
。
こ

の
点
か
ら
言
え
ば
、
林
黛
玉
は
じ
め
心
が
通
じ
て
い
た
少
女
た
ち

へ
の
追
慕
が
主
題
の
一
つ
で
あ
る
『
紅
楼
夢
』
と
の
相
似
が
見
ら

れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
邦
訳
者
で
あ
る
松
枝
茂
夫
が
『
紅
楼
夢
』
と

『
浮
生
六
記
』
の
両
方
を
訳
し
「
解
説
」
に
も
書
い
て
い
る（
注
3
）

よ
う
に
、
両
者
の
相
似
を
強
く
感
じ
た
こ
と
が
邦
訳
の
動
機
と

な
っ
た
よ
う
だ
。
当
初
は
佐
藤
春
夫
と
の
共
訳
と
し
て
河
出
書
房

か
ら
一
九
三
六
：
昭
和
一
一
年
に
世
に
送
り
、
そ
の
後
一
九
八

一
：
昭
和
五
六
年
に
岩
波
書
店
か
ら
松
枝
の
み
の
名
で
刊
行
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
松
枝
以
外
に
も
邦
訳
者
が
お
り
、「
世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
全
集
」
三
三
巻
（
筑
摩
書
房
一
九
六
二
：
昭
和
三
七
年
）

に
石
田
貞
一
訳
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る（
注
4
）。

巻
ご
と
の
タ
イ
ト
ル
は
以
下
の
通
り
。

巻
一 

閨
房
記
楽
（
結
婚
の
幸
福
）

巻
二 

閑
情
記
趣
（
趣
味
の
生
活
）

巻
三 

坎
坷
記
愁
（
不
遇
に
泣
く
）

巻
四 

浪
游
記
快
（
旅
は
楽
し
）

巻
五 

中
山
記
歴
（
琉
球
遊
記
）［
原
闕
］

巻
六 

養
生
記
道
（
永
生
の
道
を
求
め
て
）［
原
闕
］

　
『
紅
楼
夢
』
が
白
話
文
を
主
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
浮
生

六
記
』
は
文
語
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
し
て
お
く
。

二
、
中
国
の
花
譜
・
花
論
と
現
状

　

中
国
に
お
け
る
花
に
対
す
る
関
心
は
当
然
古
代
か
ら
あ
っ
た

が
、
そ
れ
が
文
学
作
品
や
絵
画
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
の
は
六
朝
・
隋
・
唐
代
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は

宮
廷
文
化
を
通
じ
て
上
流
階
級
や
僧
侶
た
ち
に
花
を
観
賞
の
対
象

（ 42 ）



と
す
る
心
の
ゆ
と
り
や
美
意
識
の
発
達
が
あ
っ
た
か
ら
と
さ
れ

る（
注
5
）。

　

古
く
は
『
詩
経
』
に
も
花
の
名
が
み
え
る
が
、
積
極
的
に
花
を

集
め
書
物
の
形
に
し
た
も
の
は
六
朝
の
嵇
含
『
南
方
草
木
状
』
が

嚆
矢
だ
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
る（
注
6
）。
唐
代
に
は
欧
陽
修
の

『
洛
陽
牡
丹
記
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
花
譜
が
書
か
れ
た
。
時
代

が
下
る
に
従
い
芍
薬
譜
（
王
観
）・
梅
譜
（
范
成
大
）・
菊
譜
（
范

成
大
）・
蘭
譜
（
趙
時
庚
）
や
瓶
花
譜
（
張
謙
徳
）
な
ど
が
盛
ん

に
書
か
れ
、
明
代
で
は
花
論
へ
と
発
展
し
た
。
と
り
わ
け
袁
宏
道

の
『
甁
史
』（
注
7
）は
技
術
面
の
記
述
が
多
く（
注
8
）、日
本
の
花
道
界
、

特
に
江
戸
時
代
に
創
流
さ
れ
た
宏
道
流
で
は
彼
の
影
響
を
大
き
く

受
け
、
現
代
に
お
い
て
も
脈
々
と
続
い
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
中
国
の
い
け
ば
な
は
現
代
語
で
「
插
花
」
と
い
う
ほ

ど
「
甁
に
挿
す
」
の
を
旨
と
し
て
お
り
、
現
代
日
本
で
見
ら
れ
る

「
剣
山
に
花
を
い
け
る
」
と
い
う
形（
注
9
）に
発
展
し
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、『
浮
生
六
記
』
に
は
花
留
め
の
方
法
論
と
し
て
剣

山
が
紹
介
さ
れ
『
中
国
传
统
插
花
艺
术
』
に
お
い
て
も
こ
れ
を
引

用
し
て
い
る（
注
10
）。
中
国
剣
山
は
沈
復
の
独
創
と
言
え
る
。

　

中
国
の
花
譜
・
花
論
は
『
甁
史
』
以
降
文
献
的
に
登
場
せ
ず
、

私
見
で
は
あ
る
が
『
浮
生
六
記
』（
特
に
巻
二
）
に
み
ら
れ
る
花

論
が
最
新
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る（
注
11
）。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は

花
論
と
い
う
視
点
か
ら
『
浮
生
六
記
』
を
取
り
上
げ
、
作
者
が
ど

の
よ
う
な
い
け
方
を
提
唱
す
る
の
か
を
考
察
す
る
。

　

現
代
中
国
の
現
状
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
全
盛
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
挿
花
や
『
浮
生
六
記
』
に

み
ら
れ
る
い
け
方
は
ほ
と
ん
ど
目
に
し
な
い（
注
12
）。
逆
に
留
学
や

結
婚
な
ど
で
日
本
に
滞
在
す
る
人
々
に
よ
っ
て
日
本
の
花
道
が
学

ば
れ
て
い
る（
注
13
）。

三
、『
紅
楼
夢
』
に
見
え
る
挿
花

　

そ
れ
で
は
ま
ず
、『
紅
楼
夢
』
に
み
え
る
挿
花
に
つ
い
て
七
例

を
挙
げ
る
。

①
【�

本
文
】
因
那
日
见
园
里
桂
花
，
折
了
两
枝
，
原
是
自
己
要
插

瓶
的
，
忽
然
想
起
来
说
，
这
是
自
己
园
里
的
才
开
的
新
鲜

花
，
不
敢
自
己
先
玩
，
巴
巴
的
把
那
一
对
瓶
拿
下
来
，
亲
自

灌
水
插
好
了
，
叫
人
拿
着
，
亲
自
送
一
瓶
进
老
太
太
，
又
进

一
瓶
与
太
太
。�

（
第
三
七
回　

上
册�

四
九
六
页
）

【
和
訳
】
園
で
木
犀
を
お
目
に
と
め
ら
れ
、
二
枝
手
折
ら
れ
て

ま
し
た
が
、
は
じ
め
は
ご
自
身
で
甁
に
挿
そ
う
と
い
う
お
つ

も
り
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
ね
。
と
こ
ろ
が
急
に
思
い

出
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
わ
た
し
た
ち
の
園
内
で
初
に
咲
い

た
花
な
の
に
、
自
分
が
さ
き
に
楽
し
ん
だ
り
し
て
は
申
し
わ

（ 43 ）



け
な
い
、
こ
う
仰
せ
ら
れ
、
わ
ざ
わ
ざ
あ
の
一
対
の
甁
を
下

し
て
、
手
ず
か
ら
水
を
注
ぎ
、
ち
ゃ
ん
と
お
活
け
に
な
っ
た

う
え
で
、
人
に
持
た
せ
、
じ
き
じ
き
に
一
甁
を
ご
後
室
さ
ま

に
、
い
ま
一
甁
を
奥
方
さ
ま
に
届
け
て
さ
し
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。�

（
上
冊
五
〇
七
︱
五
〇
八
頁
）

②
【�

本
文
】
那
一
边
设
着
斗
大
的
一
个
汝
窑
花
囊
，
插
着
满
满
的

一
囊
水
晶
球
儿
的
白
菊
。�

（
第
四
〇
回　

五
三
八
页
）

【
和
訳
】
向
こ
う
側
に
は
、
斗ま

す

ほ
ど
も
あ
る
汝
窯
の
花
囊
が
置

か
れ
、
甁
一
面
に
水
晶
の
毬
を
思
わ
せ
る
白
菊
が
挿
し
て
あ

り
ま
す
。�

（
上
冊
五
五
四
頁
）

③
【�

本
文
】
案
上
只
有
一
个
土
定
瓶
中
供
着
数
枝
菊
花
，
…

�

（
第
四
〇
回　

上
册
五
四
一
页
）

【
和
訳
】
机
上
に
は
二
、
三
本
菊
を
投
げ
入
れ
た
だ
け
の
定
窯

の
下
手
物
の
花
瓶
が
ぽ
つ
ん
と
置
か
れ
、
…

�

（
上
冊
五
五
六
頁
）

④
【�

本
文
】（
李
纨
）
…
我
才
看
见
拢
翠
庵
的
红
梅
有
趣
，
我
要

折
一
枝
来
插
瓶
。�

（
第
五
二
回　

上
册
六
七
五
页
）

【
和
訳
】（
李
紈
）
…
じ
つ
は
わ
た
し
、
さ
っ
き
、
櫳
翠
庵
の

紅
梅
を
眼
に
し
て
、
こ
れ
は
見
事
だ
、
一
枝
手
折
っ
て
甁
に

挿
し
た
い
な
と
、
そ
う
思
い
立
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
…

�

（
中
冊
一
三
八
頁
）

⑤
【�

本
文
】
原
来
这
枝
梅
花
只
有
二
尺
来
高
，
旁
有
一
横
枝
纵
横

而
出
，
约
有
五
六
尺
长
，
其
间
小
枝
分
歧
，
或
如
蟠
螭
，
或

如
僵
蚓
，
或
孤
削
如
笔
，
或
密
聚
如
林
，
花
吐
胭
脂
，
香
欺

兰
蕙
…�

（
第
五
二
回　

上
册
六
七
六
页
）

【
和
訳
】
と
こ
ろ
で
こ
の
梅
、
高
さ
こ
そ
二
尺
あ
ま
り
し
か
な

い
も
の
の
、
わ
き
か
ら
枝
が
一
本
縦
横
に
ひ
ろ
が
っ
て
い

て
、
ざ
っ
と
五
、
六
尺
は
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
そ
の
あ
い
だ

か
ら
小
枝
が
岐
れ
出
て
、
わ
だ
か
ま
っ
た
螭
さ
な
が
ら
の
も

あ
れ
ば
、
蚯
蚓
の
の
た
く
っ
た
態
の
も
あ
る
。
筆
の
よ
う
に

一
本
だ
け
削
げ
た
の
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
林
の
よ
う
に
密

集
し
た
の
も
あ
り
と
い
う
ふ
う
で
、
花
は
胭
脂
を
吐
く
か
と

思
わ
せ
、
香
は
蘭
蕙
を
も
欺
か
ん
ば
か
り
…
。

�

（
中
冊
一
四
〇
頁
）

⑥
【�

本
文
】（
贾
母
笑
道
）
好
俊
梅
花
﹗

�

（
第
五
二
回　

上
册
六
七
九
页
）

【
和
訳
】（
後
室
：
主
人
公
賈
宝
玉
の
祖
母
）
ほ
う
、
な
ん
と

見
事
な
梅
だ
ろ
う
！�

（
中
冊
一
四
二
頁
）

（ 44 ）



⑦
【�
本
文
】
各
色
旧
窑
小
瓶
中
都
点
缀
着
『
岁
寒
三
友
』『
玉
堂

富
贵
』
等
鲜
花
草
。�

（
第
五
三
回　

上
册
七
二
九
页
）

【
和
訳
】
と
り
ど
り
の
古
い
焼
物
の
小
甁
に
は
、「
歳
寒
三
友

（
松
・
竹
・
梅
を
い
う
）」「
玉
堂
富
貴
（
玉
蘭
・
海
棠
・
牡

丹
を
い
う
）」
な
ど
の
鮮
や
か
な
草
花
が
活
け
て
あ
り
ま
す
。

�

（
中
冊
一
九
六
頁
）

　

①
の
木
犀
は
ど
の
よ
う
に
活
け
た
の
か
が
不
明
だ
が
、
二
甁
を

お
祖
母
様
と
母
上
に
差
し
上
げ
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

②
③
は
い
ず
れ
も
第
四
〇
回
に
出
て
く
る
菊
で
、
②
は
探
春
の
部

屋
に
飾
ら
れ
た
白
菊
、
③
は
薛
宝
釵
の
部
屋
に
飾
ら
れ
た
菊
で
あ

る
。
②
の
き
ら
び
や
か
さ
と
③
の
地
味
さ
と
を
対
比
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
薛
宝
釵
が
普
段
か
ら
構
い
つ
け
ず
に
質
素
な
生
活
を
し
て

い
る
こ
と
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
④
⑤
は
妙
玉
か
ら
も
ら
い
受
け

た
紅
梅
の
描
写
だ
が
、
そ
れ
を
見
た
⑥
の
「
ほ
う
、
な
ん
と
見
事

な
梅
だ
ろ
う
！
」
と
い
う
反
応
が
意
外
に
素
気
な
い
。
⑦
は
元
宵

節
の
為
に
い
け
ら
れ
た
花
で
あ
る
。
歳
寒
三
友
（
松
竹
梅
）
は
季

節
的
に
も
合
致
し
て
い
る
が
、玉
堂
富
貴
（
玉
蘭
・
海
棠
・
牡
丹
）

は
時
期
の
も
の
が
揃
う
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
海
棠
が
造
花
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
謎め

い

語ご

画が

題だ
い（

注
14
）は
南
宋
画
の
系

譜
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
格
式
あ
る
い
け
方
を
し
て
い
る
と
想
像
す

る
が
、
文
人
い
け（
注
15
）へ
発
展
し
て
い
く
素
地
を
持
っ
て
い
る
。

　
『
紅
楼
夢
』
に
み
え
る
挿
花
は
、
行
事
の
叙
述
や
人
物
形
象
の

暗
示
、
枝
ぶ
り
の
描
写
な
ど
に
留
ま
り
、
比
較
的
平
凡
で
あ
っ

た
。

四
、『
浮
生
六
記
』
に
見
え
る
挿
花
及
び
花
論

　
『
浮
生
六
記
』
で
は
特
に
第
二
巻
「
閑
情
記
趣
」
に
お
い
て
花

の
扱
い
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。
六
例
あ
る
が
、
分

量
が
多
い
の
で
、
そ
の
都
度
コ
メ
ン
ト
（
○
以
下
）
を
付
す
。

①
【�

本
文
】
惟
每
年
篱
东
菊
绽
，
积
兴
成
癖
。
喜
摘
插
瓶
，
不
爱

盆
玩
。�

（
二
四
页
）

【
和
訳
】
毎
年
秋
に
な
る
と
、
生
籬
に
菊
を
作
る
の
が
習
癖
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
花
を
摘
ん
で
き
て
甁
に
挿
す

の
が
好
き
で
、
盆
栽
は
好
ま
な
か
っ
た
。�

（
七
八
頁
）

○
現
代
で
も
商
業
ル
ー
ト
で
販
売
さ
れ
て
い
る
花
は
茎
が

ま
っ
す
ぐ
で
、
雅
趣
に
欠
け
る
。
花
展
で
使
用
す
る
場
合
、

山
で
採
取
す
る
・
庭
で
栽
培
す
る
・
植
木
屋
で
根
付
き
を
購

入
す
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
菊
を
例
に

取
る
と
、
枝
が
な
よ
な
よ
と
し
て
い
る
「
荒
菊
」
を
栽
培
す

る
に
は
、
植
木
鉢
を
九
〇
度
傾
け
て
お
け
ば
自
然
と
理
想
的

な
菊
が
育
つ
。
盆
栽
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
場
合
も
あ
る
の
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だ
。『
浮
生
六
記
』
で
は
生
籬
に
菊
を
作
る
の
で
あ
る
か
ら
、

自
分
の
好
み
の
も
の
が
入
手
で
き
、
さ
ら
に
陶
淵
明
の
気
分

を
も
味
わ
え
る
。

②
︲
一
．

【
本
文
】
其
插
花
朵
，
数
宜
单
，
不
宜
双
。
每
瓶
取
一
种
，
不

取
二
色
。�

（
二
四
页
）

【
和
訳
】
花
を
挿
す
と
き
の
数
は
、
単
数
が
よ
く
、
対
に
な
っ

た
の
は
お
も
し
ろ
く
な
い
。
甁
ご
と
に
一
種
と
限
る
べ
き

で
、
二
色
を
活
け
る
の
は
よ
く
な
い
。�

（
七
八
頁
）

○
い
け
ば
な
の
色
彩
論
で
あ
る
。
単
色
と
は
い
え
、
自
ず
と

濃
淡
や
花
の
大
小
に
よ
っ
て
変
化
を
持
た
せ
る
。
多
色
の
作

品
は
概
ね
落
着
き
が
な
く
、
散
漫
な
印
象
に
な
り
や
す
い
。

特
に
「
文
人
い
け
」
で
は
清
雅
を
旨
と
す
る
の
で
、
単
色
を

推
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
︲
二
．

【
本
文
】
瓶
口
取
阔
大
，
不
取
窄
小
，
阔
大
者
舒
展
不
拘
。
自

五
、
七
花
至
三
、
四
十
花
，
必
于
瓶
口
中
一
丛
努
起
，
以
不

散
漫
、
不
挤
轧
、
不
靠
瓶
口
为
妙
，
所
谓
〝
起
把
宜
紧
〟

也
。�

（
二
五
页
）

【
和
訳
】
甁
の
口
は
ひ
ろ
く
大
き
な
の
が
よ
く
、
狭
く
て
小
さ

い
の
は
よ
く
な
い
。
ひ
ろ
く
て
大
き
い
の
は
の
び
の
び
と
す

る
か
ら
で
あ
る
。
五
、
六
本
か
ら
三
、
四
十
本
の
花
を
挿
す

に
し
て
も
、
必
ず
甁
の
口
か
ら
ひ
と
叢
に
し
て
ぱ
っ
と
咲
か

せ
、
ば
ら
ば
ら
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
ぎ
し
ぎ
し
に
詰
め
こ
ま

ぬ
よ
う
に
、
花
瓶
の
口
に
し
な
だ
れ
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
い
わ
ゆ
る
「
根
締
め
は
か
た
く
す
べ
し
」
と
は

こ
れ
を
指
す
の
で
あ
る
。�

（
七
八
頁
）

○
い
け
ば
な
の
基
本
で
あ
る
。
何
本
枝
や
花
を
入
れ
た
と
し

て
も
、
す
べ
て
一
ヶ
所
か
ら
出
て
い
る
よ
う
に
い
け
る
の
が

良
い
と
さ
れ
て
い
る
。
古
流
・
池
坊
に
お
い
て
は
一
直
線
に

脚
を
見
せ
て
い
る
。

②
︲
三
．

【
本
文
】
或
亭
亭
玉
立
，
或
飞
舞
横
斜
。
花
取
参
差
，
间
以
花

蕊
，
以
免
飞
钯
耍
盘
之
病
。
叶
取
不
乱
，
取
不
强
，
用
针
宜

藏
，
针
长
宁
断
之
，
毋
令
针
针
露
梗
，
所
谓
『
瓶
口
宜
请
』

也
。�

（
二
五
页
）

【
和
訳
】
あ
る
い
は
す
ら
り
と
け
だ
か
く
立
ち
、
あ
る
い
は
飛

び
舞
い
、
あ
る
い
は
横
斜
め
に
突
き
出
る
。
花
は
一
様
な
ら

ぬ
が
よ
く
、
こ
れ
に
花
蕊
を
ま
じ
え
て
、
あ
ま
り
に
も
奇
を

衒
っ
た
俗
っ
ぽ
さ
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
葉
は
乱
れ
な

い
の
が
よ
く
、
枝
は
あ
ま
り
強
く
な
い
の
が
よ
い
。
茎
を
立
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て
る
の
に
用
い
る
針
は
隠
れ
て
見
え
な
い
よ
う
に
す
べ
き

で
、
針
の
長
い
の
は
む
し
ろ
切
っ
て
露
わ
に
せ
ぬ
が
よ
い
。

い
わ
ゆ
る
「
甁
の
口
は
清
か
る
べ
し
」
と
は
こ
の
こ
と
で
あ

る
。�

（
七
八
頁
）

○
今
風
に
い
う
と
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
よ
う
な
い

け
方
、
す
な
わ
ち
シ
ン
メ
ン
ト
リ
ー
（
対
象
）
を
忌
む
も
の

で
あ
る
。
日
本
の
い
け
ば
な
で
は
不
等
辺
三
角
形
を
意
識
し

て
花
材
の
配
置
を
決
め
る
が
、
中
国
に
お
い
て
も
当
然
同
じ

で
あ
ろ
う
。「
甁
の
口
は
清
か
る
べ
し
」
は
現
代
で
は
「
剣

山
隠
し
」
と
い
う
技
法
で
、
花
を
い
け
る
際
の
技
術
的
工
作

を
見
せ
な
い
努
力
の
こ
と
で
あ
る
。
花
甁
で
は
「
葉
ず
れ
」

を
し
な
い
と
か
、
水
盤
で
は
小
石
で
剣
山
を
隠
す
と
か
の
技

法
で
あ
る
。

②
︲
四
．

【
本
文
】
视
桌
之
大
小
，
一
桌
三
瓶
至
七
瓶
而
止
，
多
则
眉
目

不
分
，
即
同
市
井
之
菊
屏
矣
。
几
之
高
低
，
自
三
四
寸
至
二

尺
五
六
寸
而
止
，
必
须
参
差
高
下
，
互
相
照
应
，
以
气
势
联

络
为
上
。�

（
二
五
页
）

【
和
訳
】
花
甁
は
卓
子
の
大
小
に
よ
っ
て
三
個
か
ら
せ
い
ぜ
い

七
個
ぐ
ら
い
ま
で
で
、
そ
れ
よ
り
多
い
と
、
ご
た
ご
た
し
て

け
じ
め
が
つ
か
な
く
な
り
、
そ
れ
こ
そ
市
で
売
っ
て
い
る
菊

屏
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
台
の
高
さ
は
三
、
四
寸
か
ら

せ
い
ぜ
い
二
尺
五
、
六
寸
ど
ま
り
、
必
ず
高
く
低
く
入
れ
ち

が
い
に
釣
合
を
保
た
せ
、
首
尾
一
貫
し
た
連
絡
の
あ
る
の
を

よ
い
と
す
る
。�

（
七
八
頁
）

○
花
材
の
丈
を
合
わ
せ
る
「
背
く
ら
べ
」
を
忌
む
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。「
連
絡
あ
る
」
と
は
、
い
け
る
際
に
構
想
を
持

つ
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
枝
葉
花
を
い
け
る
の
で
は
な
く
、
そ

こ
に
作
者
の
意
図
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ず
と
首
尾

が
一
貫
す
る
。

②
︲
五
．

【
本
文
】
若
中
高
两
低
，
成
排
对
列
，
又
犯
俗
所
谓
『
锦
灰

堆
』
矣
。�

（
二
五
页
）

【
和
訳
】
も
し
も
ま
ん
中
に
高
い
も
の
を
置
き
、
両
方
に
低
い

の
を
据
え
る
と
か
、
後
ろ
を
高
く
し
て
前
を
低
く
す
る
と

か
、
あ
る
い
は
あ
ま
り
均
斉
を
と
っ
て
列
べ
る
と
、
こ
れ
ま

た
俗
に
い
う
「
錦
灰
堆
（
ご
た
ご
た
と
飾
り
立
て
て
あ
く
ど

い
も
の
の
形
容
）」
に
堕
し
て
し
ま
う
。�

（
七
八
頁
）

○
こ
こ
で
も
「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」
の
よ
う
な
形
や
、

「
仏
壇
の
花
」
の
よ
う
な
左
右
対
称
、
あ
る
い
は
均
整
の
取

れ
過
ぎ
を
忌
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
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②
︲
六
．

【
本
文
】
或
密
或
疏
，
或
进
或
出
，
全
在
会
心
者
，
得
画
意
乃

可
。�

（
二
五
页
）

【
和
訳
】
あ
る
い
は
密
に
、
あ
る
い
は
疎
に
、
あ
る
い
は
入

り
、
あ
る
い
は
出
で
、
全
く
そ
の
道
を
会
得
し
た
者
の
画
意

を
得
た
配
置
こ
そ
よ
ろ
し
い
の
で
あ
る
。

�

（
七
八
～
七
九
頁
）

○
い
け
ば
な
は
当
然
絵
画
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
題
材
の

み
が
生
き
物
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
枝
の
配
置
や
花
の
大

き
さ
、
葉
の
扱
い
な
ど
は
す
べ
て
絵
画
を
手
本
と
す
る
。
そ

の
中
で
疎
密
に
言
及
し
て
い
る
が
、
単
調
に
陥
ら
な
い
た
め

に
も
疎
密
は
重
要
な
要
因
で
あ
る
。

③
【�

本
文
】
若
盆
碗
盘
洗
，
用
漂
青
松
香
榆
皮
面
和
油
，
先
熬
以

稻
灰
，
收
成
胶
，
以
铜
片
按
钉
向
上
，
将
膏
火
化
，
粘
铜
片

于
盘
碗
盆
洗
中
。
佚
冷
，
将
花
用
铁
丝
扎
把
，
插
于
钉
上
，

宜
偏
斜
取
势
，
不
可
居
中
，
更
宜
枝�

疏
叶
清
，
不
可
拥
挤
。

然
后
如
水
，
用
碗
沙
少
许
掩
铜
片
，
使
观
者
疑
丛
花
生
于
碗

低
方
妙
。�

（
二
五
页
）

【
和
訳
】
も
し
碗
ま
た
は
大
皿
の
場
合
だ
と
、
精
製
し
た
松
脂

と
楡
の
皮
と
饂
飩
粉
と
を
油
に
混
ぜ
て
、
ま
ず
こ
れ
を
熱
い

藁
灰
で
膠
状
に
な
る
ま
で
煮
詰
め
、
一
方
、
銅
片
に
釘
を
上

に
出
る
よ
う
に
打
ち
つ
け
て
お
い
て
、
さ
き
に
煮
詰
め
た
の

を
強
火
に
か
け
て
融
か
し
、
銅
片
を
そ
の
碗
ま
た
は
大
皿
の

な
か
に
膠
着
さ
せ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
冷
え
た
と
こ
ろ
で
、

花
を
鉄
線
で
し
ば
っ
て
、
そ
の
釘
に
挿
し
こ
む
の
で
あ
る
。

花
は
斜
め
に
か
た
よ
せ
て
位
置
を
取
る
べ
き
で
、
ま
ん
中
に

置
い
て
は
い
け
な
い
。
こ
と
に
枝
は
ま
ば
ら
に
、
葉
も
な
る

べ
く
少
な
目
な
ほ
う
が
よ
く
、
ぎ
っ
し
り
詰
め
て
は
い
け
な

い
。
然
る
後
に
水
を
加
え
、
少
量
の
砂
で
銅
片
を
掩
う
と
、

観
る
人
の
目
に
は
ど
う
し
て
も
そ
れ
ら
ひ
と
叢
の
花
は
碗
の

底
か
ら
生
え
た
も
の
と
し
か
見
え
ず
、
ま
こ
と
に
お
も
し
ろ

い
も
の
で
あ
る
。�

（
七
九
～
八
〇
頁
）

○
こ
れ
も
い
け
ば
な
の
基
本
で
あ
り
、
ま
ん
中
の
線
を
作
る

と
そ
こ
が
中
心
と
な
り
、
シ
ン
メ
ン
ト
リ
ー
に
な
り
や
す

い
。
現
代
日
本
で
は
中
心
と
な
る
枝
の
向
き
に
よ
っ
て
本
勝

手
・
逆
勝
手
を
決
定
し
、
添
え
の
花
を
配
置
し
て
い
る
。

④
︲
一
．

【
本
文
】
若
以
木
本
花
果
插
瓶
，
剪
裁
之
法
（
不
能
色
色
自

觅
，
倩
人
攀
折
者
每
不
合
意
），
必
先
执
在
手
中
，
横
斜
以

观
其
势
，
反
侧
以
取
其
态
，
相
定
之
后
，
剪
去
杂
枝
，
以
疏

瘦
古
怪
为
佳
。�

（
二
五
页
）

【
和
訳
】
も
し
木
本
の
花
果
を
甁
に
挿
す
場
合
の
剪
栽
の
方
法
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は
（
こ
れ
は
い
ち
い
ち
自
分
で
捜
し
て
く
る
わ
け
に
行
か

ず
、
人
に
頼
ん
で
折
り
取
っ
て
き
た
の
は
大
抵
気
に
入
ら
ぬ

場
合
が
多
い
か
ら
）、
必
ず
ま
ず
手
に
と
っ
て
、
前
後
左
右

か
ら
そ
の
枝
ぶ
り
を
眺
め
、
最
も
い
い
形
が
決
定
し
た
と
こ

ろ
で
、
不
要
の
枝
を
剪
り
去
り
、
疎
ら
に
痩
せ
て
古
色
を
帯

び
た
風
変
わ
り
な
の
を
よ
い
と
す
る
。�

（
八
〇
頁
）

○
疎
密
・
痩
肥
は
対
立
す
る
概
念
で
あ
り
、
沈
復
が
好
む
も

の
は
疎
か
つ
痩
で
あ
る
も
の
、
そ
れ
に
加
え
て
「
古
色
を
帯

び
た
風
変
わ
り
な
も
の
」
を
要
求
し
て
い
る
。
古
色
と
は
た

だ
単
に
昔
風
と
い
う
だ
け
で
な
く
典
故
を
も
踏
ま
え
た
古
色

で
あ
ろ
う
。
文
人
い
け
の
場
合
は
花
に
詩
の
神
髄
を
注
入

し
、
い
に
し
え
を
回
顧
す
る
と
い
う
要
素
も
必
要
で
あ
る
。

「
風
変
わ
り
」
と
は
非
凡
で
あ
る
こ
と
。
例
え
平
凡
な
花
材

で
あ
っ
て
も
、
取
り
合
わ
せ
や
い
け
方
に
よ
っ
て
非
凡
を
演

出
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
花
材
自
体
が
非
凡
で
あ
れ
ば

最
も
良
い
だ
ろ
う
。

④
︲
二
．

【
本
文
】
再
思
其
梗
如
何
入
瓶
，
或
折
或
曲
，
插
入
瓶
口
，
方

免
背
叶
侧
花
之
患
。
若
一
枝
到
手
，
先
拘
定
其
梗
之
直
者
插

瓶
中
，
势
必
枝
乱
梗
强
，
花
侧
叶
背
，
既
难
取
态
，
更
无
韵

致
矣
。�

（
二
五
页
）

【
和
訳
】
次
に
そ
の
幹
を
ど
ん
な
工
合
に
し
て
花
甁
に
入
れ
る

か
、
甁
に
挿
す
に
は
折
っ
た
ほ
う
が
よ
い
か
、
そ
れ
と
も
曲

げ
た
ほ
う
が
よ
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
は
葉
が
裏
返
し
に

な
っ
た
り
、
花
が
そ
っ
ぽ
向
い
た
り
し
て
は
ま
ず
い
か
ら
で

あ
る
。
も
し
一
本
の
枝
を
手
に
し
て
、
ま
ず
そ
の
幹
の
ま
っ

す
ぐ
な
の
を
選
ん
で
甁
に
挿
し
た
な
ら
ば
、
い
き
お
い
枝
は

必
ず
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
な
り
、
幹
は
つ
ん
と
突
っ
ぱ
り
、
花

は
そ
っ
ぽ
を
向
き
、
葉
は
裏
返
し
に
な
っ
て
、
も
は
や
枝
ぶ

り
も
何
も
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
な
り
、
い
っ
そ
う
雅
致
を

失
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。�

（
八
〇
頁
）

○
い
わ
ゆ
る
「
枝
を
作
る
」
こ
と
で
あ
る
。
自
然
の
枝
で
は

作
者
の
意
図
を
十
分
に
表
現
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、

折
っ
た
り
曲
げ
た
り
し
て
理
想
の
枝
を
作
る
の
で
あ
る
。
木

の
性
質
に
よ
っ
て
折
れ
に
く
い
と
か
曲
が
り
に
く
い
も
の
が

あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
形
成
す
る
。

⑤
【�

本
文
】
打
梗
打
曲
之
法
，
锯
其
梗
之
半
而
嵌
以
砖
石
，
则
直

者
曲
矣
。
如
患
梗
倒
，
敲
一
二
钉
以
管
之
。
即
枫
叶
竹
枝
，

乱
草
荆
棘
，
均
堪
入
选
。
或
绿
竹
一
竿
配
以
枸
杞
数
粒
，
几

茎
细
草
伴
以
荆
棘
两
枝
，
苟
位
置
得
宜
，
另
有
世
外
之
趣
。

�

（
二
六
页
）

【
和
訳
】
幹
を
折
り
曲
げ
る
法
は
、
そ
の
幹
を
半
分
ば
か
り
鋸
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で
切
っ
て
、
煉
瓦
の
か
け
ら
か
小
石
を
そ
の
間
に
嵌
め
て
お

け
ば
、
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
で
も
曲
が
る
。
も
し
幹
が
び
よ
び

よ
し
て
倒
れ
そ
う
な
心
配
が
あ
れ
ば
、
針
を
一
、
二
本
打
ち

こ
ん
で
強
化
す
れ
ば
、
楓
の
葉
や
笹
の
小
枝
や
、
荊
棘
な
ど

の
よ
う
な
雑
草
で
も
、
捨
て
が
た
い
風
情
に
な
る
も
の
で
あ

る
。
一
本
の
青
竹
に
枸
杞
数
粒
を
配
す
る
と
か
、
幾
本
か
の

さ
さ
や
か
な
草
に
荊
棘
を
二
本
添
え
て
も
、
そ
の
配
置
さ
え

宜
し
き
を
得
れ
ば
、
そ
こ
に
世
俗
を
離
れ
た
趣
が
生
ず
る
の

で
あ
る
。�

（
八
〇
頁
）

○
現
代
日
本
の
い
け
ば
な
で
も
広
く
行
わ
れ
て
い
る
方
法
で

あ
る
。
煉
瓦
の
か
け
ら
や
小
石
は
枝
の
色
と
似
て
お
り
、
保

護
色
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
り
ふ
れ
た
花
材

で
あ
っ
て
も
、
枝
ぶ
り
や
取
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
非
凡
さ
を

演
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

⑥
【�

本
文
】
余
闲
居
，
案
头
瓶
花
不
绝
。
芸
曰∶

〝
子
之
插
花
能

备
风
晴
雨
露
，
可
谓
精
妙
入
神
。
而
画
中
有
草
虫�

一
法
，

盍
仿
而
效
之
。〟
余
曰∶

〝
虫
踯
躅
不
受
制
，
焉
能
仿
效
﹖
〟

芸
曰∶

〝
有
一
法
，
恐
作
佣
罪
过
耳
。〟
余
曰∶

〝
试
言
之
。〟

曰∶

〝
虫
死
色
不
变
，
觅
螳
螂
、
蝉
、
蝶
之
属
，
以
针
刺

死
，
用
细
丝
扣�

虫
项
系
花
草
间
，
整
其
足
，
或
抱
梗
，
或

踏
叶
，
宛
然
如
生
，
不
亦
善
乎
﹖
〟�

（
二
九
页
）

【
和
訳
】
私
の
閑
居
に
は
、
机
上
の
花
瓶
に
花
を
絶
や
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
。
芸
が
い
っ
た
。「
あ
な
た
の
挿
花
は
風
晴

雨
露
の
あ
ら
ゆ
る
風
情
を
備
え
、
ま
こ
と
に
精
妙
神
に
入
る

と
申
す
べ
き
で
す
。
し
か
し
絵
画
に
は
草
虫
を
添
え
る
一
法

が
ご
ざ
い
ま
す
、
ど
う
し
て
あ
れ
に
倣
っ
て
な
さ
い
ま
せ
ん

か
」「
だ
っ
て
虫
は
こ
っ
ち
の
注
文
ど
お
り
じ
っ
と
し
て
や

し
な
い
。
真
似
よ
う
た
っ
て
で
き
は
し
な
い
で
は
な
い
か
」

「
わ
た
く
し
名
案
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
。
で
も
俑
を
作
る

罪
過
が
恐
ろ
し
い
わ
」
…
「
虫
は
死
ん
で
も
そ
の
色
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
蟷
螂
と
か
蝉
と
か
蝶
と
い
っ
た
虫
を
と
っ
て
き

て
、
針
で
刺
し
殺
し
、
細
い
糸
で
そ
の
首
を
し
ば
っ
て
花
や

草
の
間
に
繋
ぎ
、
そ
の
足
を
そ
ろ
え
て
茎
に
と
ま
り
葉
を
踏

ま
え
た
り
た
り
し
た
格
好
に
す
れ
ば
、
ま
る
で
生
き
て
い
る

の
と
そ
っ
く
り
で
、
き
っ
と
面
白
い
に
違
い
な
い
と
ぞ
ん
じ

ま
す
わ
」�

（
八
八
頁
）

○
花
材
を
豪
華
に
す
る
必
要
が
な
く
、「
世
俗
を
離
れ
た
趣
」

を
旨
と
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
だ
し
、
配
置
に
工
夫

が
な
い
と
貧
相
に
し
か
見
え
ず
、「
雅
趣
」
を
追
求
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
現
代
日
本
の
茶
席
に
配
す
る
「
茶
花
」
に

そ
の
精
神
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
茶
道
で
は
「
一
期
一

会
」
を
大
切
に
し
て
い
る
た
め
、
茶
花
に
も
「
時
の
も
の
」

を
摘
ん
で
配
す
る
。
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
豪
華
な
花
材
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で
は
な
く
、
そ
の
時
に
得
た
も
の
の
取
り
合
わ
せ
に
よ
り
季

節
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
絵
画
に
倣
っ

て
虫
を
花
に
止
ま
ら
せ
る
、
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
こ
こ
が

中
国
的
な
発
想
と
言
え
よ
う
。
日
本
の
い
け
ば
な
に
は
「
魚ぎ

ょ

道ど
う

い
け
」
が
あ
り
、
水
盤
上
で
魚
が
泳
い
で
い
る
の
か
、
と

思
え
る
ほ
ど
の
隙
間
を
作
る
。
実
際
に
魚
は
い
な
い
の
だ

が
、
見
る
者
に
「
い
そ
う
だ
」
と
感
じ
て
も
ら
う
見
立
て
で

あ
る
。
日
中
の
感
覚
の
相
異
が
窺
え
る
。

　

以
上
六
ヶ
所
に
わ
た
っ
て
花
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
下
線
（　
　

）
を
付
し
た
部
分
②
︲
三
と
③
で
は
剣
山
ら
し
き

も
の
の
使
用
が
語
ら
れ
、
波
線
（　
　

）
部
分
は
昆
虫
を
茎
に
と

ま
ら
せ
る
と
い
う
絵
画
的
発
想
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
披
露
さ
れ
て
い

る
。
作
者
沈
復
は
こ
の
案
を
聞
き
非
常
に
驚
き
か
つ
喜
ん
だ
。
今

は
亡
き
愛
妻
の
発
想
力
を
称
え
る
と
同
時
に
、
彼
女
を
懐
か
し
く

思
い
出
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

五
、『
浮
生
六
記
』
花
論
の
特
徴
「
文
人
い
け
」

　
『
浮
生
六
記
』
の
作
者
沈
復
は
『
紅
楼
夢
』
が
刊
行
さ
れ
た
時

は
三
一
歳
く
ら
い
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
彼
の

親
友
は
『
紅
楼
夢
』
を
テ
ー
マ
に
戯
曲
を
も
の
し
て
い
る（
注
16
）。

ほ
ぼ
同
世
代
の
袁
枚
（
一
七
一
六
：
康
煕
五
五
年
～
一
七
九
七
：

嘉
慶
二
年
）
は
『
紅
楼
夢
』
の
舞
台
は
現
在
の
わ
が
随
園
で
、
曹

霑
（『
紅
楼
夢
』
の
作
者
と
い
わ
れ
て
い
る
）
の
先
祖
の
旧
宅
だ

と
発
言
し
、
そ
の
女
弟
子
は
詩
に
『
紅
楼
夢
』
を
詠
ん
で
い

る（
注
17
）。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
浮
生
六
記
』
に
『
紅
楼
夢
』

の
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
巷
間
言
わ
れ
る
よ
う
に
意

図
し
て
無
視
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。

　

お
そ
ら
く
花
を
い
け
る
の
が
達
者
な
作
者
か
ら
見
て
、『
紅
楼

夢
』
の
挿
花
に
関
す
る
記
述
は
平
凡
極
ま
り
な
い
と
映
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
沈
復
の
方
が
花
に
対
す
る
見
識
が
高
く
、
愛
妻
の
発

想
力
に
助
け
ら
れ
て
「
虫
を
止
ま
ら
せ
た
作
品
」
ま
で
作
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

ま
た
、『
甁
史
』
に
せ
よ
『
紅
楼
夢
』
の
紅
梅
に
せ
よ
、
中
国

の
花
は
花
瓶
に
い
け
る
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、『
浮
生
六
記
』

に
は
剣
山
ら
し
き
も
の
の
作
り
方
と
い
け
方
が
見
え
る
。
剣
山
の

使
用
に
よ
り
、
彼
の
目
指
す
作
品
「
文
人
い
け
」
が
作
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
『
浮
生
六
記
』
に
見
え
る
一
連
の
記
述
は

優
れ
た
花
論
で
あ
る
と
同
時
に
、
文
人
い
け
の
格
言
で
あ
る
と
す

ら
言
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、
文
人
い
け
の
特
徴
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ

ろ
う
か
。
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例
と
し
て
、
台
湾
作
品
と
日
本
作
品
の
文
人
い
け
を
考
察
す

る
。

台
湾
　
文
人
い
け
の
例

『
中
国
传
统
插
花
艺
术
』

表
紙
に
挙
げ
ら
れ
た
作
品

　

こ
の
作
品
は
、
ツ
ル
で
編
ん
だ
籠
に
い
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
器
が
「
真
行
草
」
の
草
で
あ
る
。
次
に
、
主
と
な
る
枝
が
湾

曲
し
て
い
る
。
同
時
に
、
構
図
の
下
の
方
に
黄
色
の
蘭
を
こ
じ
ん

ま
り
と
い
け
て
空
間
を
取
り
、
左
上
に
見
え
る
文
字
を
見
せ
て
い

る
。

日
本
　
文
人
い
け
の
例

「
書
と
花
の
出
会
い
展
」

に
お
い
て
出
品
し
た
筆
者

の
作
品

　

こ
れ
は
水
盤
を
使
っ
て
い
る
が
水
を
見
せ
て
い
る
だ
け
で
、
左

の
し
だ
れ
梅
は
花
瓶
に
入
っ
て
い
る
。
右
に
低
く
い
け
て
あ
る
の

は
芍
薬
と
薔
薇
で
、
軸
の
文
言
「
夕
焼
け
」
を
表
現
し
て
い
る
。

左
右
共
に
頭
を
重
く
し
て
あ
り
、
定
型
の
逆
い
け
で
あ
る
。
定
型

で
は
上
を
山
、
下
を
野
に
例
え
、
咲
い
た
花
を
下
に
し
て
蕾
を
上

に
い
け
る
の
が
常
識
で
あ
る
。

　

次
に
日
本
の
代
表
的
流
派
に
よ
る
挿
花
（
写
真
）
を
見
る
と
、

古
流
・
宏
道
流
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
同
一
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど

の
類
似
性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
書
院
造
が
広
ま
り
床
の
間

が
出
現
し
て
か
ら
造
形
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本

古
流
に
み
え
る
よ
う
に
、
床
の
間
に
は
基
本
的
に
軸
を
飾
る
。
そ

の
軸
の
飾
り
と
し
て
い
け
ば
な
が
あ
る
の
で
、
軸
部
分
を
避
け
て

枝
を
配
置
す
る
た
め
、
自
然
と
似
た
よ
う
な
形
に
な
る
。
む
ろ

ん
、
枝
ぶ
り
に
よ
っ
て
逆
勝
手
の
場
合
も
あ
る
。（
写
真
は
す
べ

て
本
勝
手
）

　

日
本
で
最
も
古
い
と
言
わ
れ
る
池
坊
は
、
元
々
仏
を
荘
厳
す
る

た
め
の
花
で
あ
り
軸
と
は
無
縁
な
こ
と
か
ら
、
基
本
は
あ
る
が
意

外
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
で
「
自
由
い
け
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
す
ら
存

在
す
る
。

　

し
か
し
、
ど
の
流
派
に
お
い
て
も
主
な
枝
、
添
え
の
花
、
の
よ

う
に
基
本
が
決
ま
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
日
本
は
四
季
折
々
の
行

事
が
多
い
た
め
に
花
材
の
制
限
も
あ
っ
た
。
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以
上
の
よ
う
な
定
型
と
は
無
縁
の
、
芸
術
性
を
追
求
し
た
い
け

方
が
「
文
人
い
け
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
単
に
自
由
勝

手
に
い
け
る
の
で
は
な
く
、
見
る
者
に
「
こ
こ
ろ
よ
さ
」「
雅
趣
」

を
与
え
る
こ
と
を
旨
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
け
る
場
、
入
手
し
た
花
材
、
構
図
な
ど
を
定

型
か
ら
逸
脱
し
て
造
形
す
る
の
が
文
人
い
け
の
特
徴
で
あ
り
、

『
浮
生
六
記
』
に
み
え
る
花
論
と
符
合
す
る
。

日
本
古
流

池　

坊

古　

流

宏
道
流

六
、
挿
花
以
外
の
花

①
水
仙
に
関
し
て

　

お
そ
ら
く
『
紅
楼
夢
』
を
読
ん
だ
沈
復
が
そ
れ
を
意
識
し
て

か
、
両
作
品
に
水
仙
鉢
の
描
写
が
あ
る
。

　
『
紅
楼
夢
』
で
は
水
仙
鉢
の
描
写
に
袁
宏
道
『
甁
史
』
を
意
識

し
た
箇
所
が
み
え
る
。

【
本
文
】
有
一
玉
石
条
盆
、
里
面
攒
三
聚
五
栽
着
一
盆
单
瓣
水

仙
、
点
着
宣
石
、
便
极
口
赞∶

〝
好
花
﹗
〟
…
〝
这
是
你
家

的
大
总
管
赖
大
婶
子
送
薛
二
姑
娘
的
、
两
盆
腊
梅
、
两
盆
水

仙
。
他
送
了
我
一
盆
水
仙
…
〟

�

（
第
五
二
回
上
册　

七
〇
六
～
七
〇
七
页
）

【
和
訳
】
な
か
に
玉
石
で
作
っ
た
横
長
の
鉢
が
置
か
れ
、
な
か

に
は
鉢
い
っ
ぱ
い
に
三
本
四
本
と
束
ね
た
単
瓣
の
水
仙
が
活

け
て
あ
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
宣
石
（
玉
の
一
種
）
が
あ
し

ら
っ
て
あ
る
の
に
眼
が
留
ま
り
ま
し
た
。
す
か
さ
ず
結
構
な

お
花
だ
と
し
き
り
に
ほ
め
た
た
え
…
「
こ
れ
は
じ
つ
は
お
う

ち
の
執
事
頭
頼
大
さ
ん
の
内
儀
さ
ん
が
宝
琴
さ
ん
に
さ
し
上

げ
た
品
で
し
て
、
臘
梅
が
二
鉢
、
水
仙
が
二
鉢
ご
ざ
い
ま
し

た
…
」�

（
中
冊
一
七
一
頁
）

（ 53 ）



　

こ
こ
で
臘
梅
と
水
仙
が
登
場
す
る
が
、『
甁
史
』
で
は
両
者
を

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

【
本
文
】
蜡
梅
以
水
仙
为
婢（
注
18
）
。　

『
甁
史
』
九
「
使
令
」

【
和
訳
】
蠟
梅
は
水
仙
を
召
使
い
と
す
る
。（「
花
の
召
使
」）

�

（
注
19
）

　
「
花
の
召
使
い
」
と
は
、「
花
に
召
使
い
が
あ
る
の
は
、
ち
ょ
う

ど
中

ち
ゅ
う

宮き
ゅ
う（

皇
后
の
宮
殿
）
に
宮
女
が
い
る
よ
う
な
も
の
、
閨ね

房や

に
妾こ

し

媵も
と

が
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
…
そ
ば
近
く
に
は
べ
ら

し
、
お
気
に
入
り
と
し
な
い
も
の
は
少
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か（
注
20
）」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
シ
ー
ン
は
蠟
梅
と
水
仙
が
描

写
さ
れ
て
お
り
、
袁
宏
道
『
甁
史
』
を
意
識
し
て
構
成
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
水
仙
を
も
ら
っ
た
林
黛
玉
は
元
々
天

上
界
の
仙
草
（
絳
珠
草
）
で
あ
り
、「
仙
」
の
文
字
が
入
っ
て
い

る
花
を
も
ら
っ
て
所
有
し
て
い
る
こ
と
、
水
仙
は
漢
語
訳
で
あ
っ

て
元
は
柰な

い

只ち

と
い
い（
注
21
）、
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
（
ラ
テ
ン
語
で
水
仙
）

「
自
己
愛
」
が
伏
せ
ら
れ
て
い
る
。
林
黛
玉
と
水
仙
の
取
り
合
わ

せ
は
単
に
情
景
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
彼
女
の
前
世
が
仙
草
で

あ
っ
た
こ
と
、
他
人
へ
の
愛
情
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
の
メ
タ

フ
ァ
ー
と
し
て
造
形
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に

『
甁
史
』
を
下
敷
き
に
し
て
創
話
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
浮
生
六
記
』
の
水
仙
鉢

【
本
文
】
种
水
仙
无
灵
璧
石
，
余
尝
以
炭
之
有
石
意
者
代
之
。

黄
芽
菜
心
其
白
如
玉
，
取
大
小
五
七
枝
，
用
沙
土
植
长
方
盘

内
，
以
炭
代
石
，
黑
白
分
明
，
颇
有
意
思
。�

（
二
六
页
）

【
和
訳
】
水
仙
を
つ
く
っ
た
と
き
、
霊
璧
山
の
石
が
な
か
っ
た

の
で
、
石
に
酷
似
し
た
石
炭
で
こ
れ
に
代
え
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
山
東
白
菜
の
芯
は
白
き
こ
と
玉
の
ご
と
く
、
こ
れ
を
と

り
ま
ぜ
て
五
、
六
本
取
り
、
砂
利
を
い
け
た
長
方
形
の
鉢
に

植
え
、
石
の
代
わ
り
に
石
炭
を
配
し
て
み
る
と
、
白
と
黒
と

が
く
っ
き
り
対
照
を
な
し
て
す
こ
ぶ
る
趣
の
ふ
か
い
も
の
で

あ
っ
た
。�

（
八
二
頁
）

　
『
紅
楼
夢
』
に
は
水
仙
鉢
に
宣
石
が
添
え
ら
れ
て
い
た
が
、『
浮

生
六
記
』
で
は
石
炭
と
白
菜
の
芯
で
あ
る
。
貴
族
の
水
仙
は
玉ぎ

ょ
くレ

ベ
ル
の
石
を
用
い
る
が
、
沈
復
の
よ
う
な
寒
門
文
人
は
安
い
も

の
、
場
合
に
よ
っ
て
は
タ
ダ
同
然
の
も
の
を
用
い
て
「
雅
」
を
表

現
し
た
。
こ
こ
も
沈
復
が
『
紅
楼
夢
』
を
意
識
し
つ
つ
自
己
賛
美

し
て
い
る
箇
所
と
い
え
よ
う
。

②
茉
莉
花
に
関
し
て

　

茉
莉
花
に
つ
い
て
は
、
花
そ
の
も
の
よ
り
も
薬
品
・
髪
飾
り
と
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し
て
現
わ
れ
て
い
る
。

　
『
紅
楼
夢
』
で
は
第
六
〇
回
「
薔
薇
硝
事
件
」
で
「
安
っ
ぽ
い

白
粉
の
原
料
」
と
し
て
茉
莉
花
が
語
ら
れ
て
い
る
。

【
本
文
】〝
你
常
说
，
蔷
薇
硝
擦
癣
，
比
外
头
的
银
硝
强
。〟

〝
…
这
不
是
硝
，
这
是
茉
莉
粉
。〟�

贾
环
看
了
一
看
，
果
然

比
先
的
带
些
红
色
，
闻
闻
也
是
喷
香
，
因
笑
道∶

〝
这
也
是

好
的
，
…
〟�

（
八
二○

页
）

【
和
訳
】「
あ
ん
た
い
つ
も
い
っ
て
い
た
ろ
う
、
薔
薇
硝
は
癬く

さ

に
つ
け
る
と
よ
く
効
く
と
ね
。」「
…
こ
れ
が
硝
と
は
真
赤
な

い
つ
わ
り
、
茉
莉
の
粉
で
す
よ
、
こ
れ
は
。」
そ
う
い
わ
れ

て
賈
環
、
よ
く
見
て
み
ま
し
た
が
、
な
る
ほ
ど
ま
え
の
と
き

の
と
く
ら
べ
て
少
々
赤
味
が
か
か
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
嗅

い
で
み
る
と
、
い
い
に
お
い
が
ぷ
ん
と
鼻
を
撲
つ
。
そ
こ
で

に
っ
こ
り
し
て
、「
こ
れ
な
ら
い
け
る
。
…
」

�

（
中
冊　

三
〇
〇
～
三
〇
一
頁
）

こ
の
あ
と
、
賈
環
の
母
で
あ
る
趙
氏
が
安
物
の
茉
莉
花
粉
を
つ
か

ま
さ
れ
た
と
芳
官
（
子
供
一
座
の
一
人
）
へ
ね
じ
こ
み
に
行
き
、

大
乱
闘
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、『
紅
楼
夢
』
で
は
茉
莉
花
粉
は
香

り
は
い
い
が
、
安
っ
ぽ
い
代
物
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
て
い

る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
『
浮
生
六
記
』
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
会
話

に
よ
っ
て
茉
莉
花
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

【
本
文
】
觉
其
鬓
边
茉
莉
浓
香
扑
鼻
，
因
拍
其
背
，
以
他
词
解

之
曰∶

〝
想
古
人
以
茉
莉
形
色
如
珠
，
故
供
助
妆
压
鬓
，
不

知
此
花
必
沾
油
头
粉
面
之
气
，
其
香
更
可
爱
，
所
供
佛
手
当

三
舍
矣
。〟
芸
乃
止
笑
曰∶

〝
…
茉
莉
是
香
中
小
人
，
…
〟

余
曰∶

〝
卿
何
远
君
子
而
近
小
人
。〟
芸
曰∶

〝
我
笑
君
子

爱
小
人
耳
。〟�

（
九
页
）

【
和
訳
】
そ
の
鬢
に
か
ざ
し
た
茉
莉
花
の
つ
よ
い
香
り
が
つ
う

ん
と
鼻
に
き
た
の
で
、
彼
女
の
背
中
を
叩
き
な
が
ら
話
の
筋

を
か
え
「
僕
っ
た
ら
、
茉
莉
の
形
や
色
が
似
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
古
人
が
装
い
を
助
け
る
も
の
と
し
て
鬢
に
挿
す
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
ら
、
ど
う
だ
、
こ
の

花
が
髪
の
油
や
白
粉
の
気
に
染
む
と
、
そ
の
香
り
も
存
外
愛

す
べ
き
も
の
が
あ
る
ん
だ
ね
。
こ
れ
じ
ゃ
お
供
え
の
仏
手
柑

な
ん
か
、
恐
れ
入
っ
て
逃
げ
だ
す
だ
ろ
う
な
」
と
い
う
と
、

芸
は
よ
う
や
く
笑
い
を
納
め
て
、「
…
茉
莉
花
な
ど
は
、
ま

あ
香
中
の
小
人
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
わ
。
…
」「
そ
ん
な

ら
君
は
な
ぜ
君
子
を
遠
ざ
け
て
小
人
を
近
づ
け
る
の
さ
」

「
わ
た
く
し
は
君
子
を
笑
っ
て
小
人
を
愛
し
て
い
る
だ
け
な

ん
で
す
わ
」�

（
三
八
～
三
九
頁
）
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『
浮
生
六
記
』
で
は
茉
莉
花
の
評
価
が
比
較
的
高
い
こ
と
が
分

か
る
。
沈
復
が
「
存
外
愛
す
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
感
想
を
言
う

と
、
芸
は
「
香
中
の
小
人
」
と
い
い
つ
つ
も
、「
私
は
茉
莉
花
が

好
き
」
と
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
仏
手
柑
が
引
き
合
い
に
出
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
『
紅
楼
夢
』
第
三
九
回
・
第
四
〇
回
で
登

場
す
る
ア
イ
テ
ム
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
『
紅
楼
夢
』
を
意
識
し
た

表
現
が
み
ら
れ
る
。

③
蓮
に
関
し
て

　
『
紅
楼
夢
』
に
お
け
る
蓮
は
「
芙
蓉
」
と
い
う
形
で
登
場
す
る
。

芙
蓉
は
主
人
公
賈
宝
玉
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
亡
き

女
中
の
晴
雯
が
司
る
花
で
あ
る
。
林
黛
玉
の
投
影
と
さ
れ
る
晴
雯

は
死
ん
で
芙
蓉
の
仙
女
と
な
っ
た
。
賈
宝
玉
は
そ
う
信
じ
て
「
芙

蓉
女
児
誄
」
を
創
作
し
て
供
え
た
（
第
七
八
回
）。

　

し
か
し
、『
浮
生
六
記
』
に
お
い
て
蓮
は
お
茶
の
香
り
付
け
、

と
し
て
登
場
し
て
い
る
。

【
本
文
】
夏
月
荷
花
初
开
时
，
晚
含
而
晓
放
。
芸
用
小
纱
囊
撮

茶
叶
少
许
，
置
花
心
，
明
早
取
出
，
烹
天
泉
水
泡
之
，
香
韵

尤
绝
。�

（
三
三
页
）

【
和
訳
】
蓮
の
花
は
夏
咲
き
初
め
の
う
ち
は
、
晩
に
し
ぼ
ん
で

明
け
方
に
ひ
ら
く
。
芸
は
小
さ
な
絹
の
袋
に
少
量
の
茶
の
葉

を
つ
ま
ん
で
、
花
芯
の
中
に
入
れ
て
お
い
た
。
翌
朝
そ
れ
を

取
り
出
し
て
、
天
然
の
泉
の
水
の
熱
湯
を
そ
そ
ぐ
と
、
え
も

い
わ
れ
ぬ
香
り
が
す
る
の
で
あ
っ
た
。�

（
九
八
頁
）

　

こ
の
シ
ー
ン
が
独
創
か
否
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
か
つ
て
ベ

ト
ナ
ム
で
は
蓮
の
花
の
中
に
茶
葉
を
入
れ
、
花
が
閉
じ
て
い
る
夜

の
間
に
花
の
香
を
移
し
、
花
が
開
く
朝
に
茶
葉
を
と
っ
て
お
茶
を

い
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る（
注
22
）。『
浮
生
六
記
』
の
作
者
は
幕
友

と
し
て
様
々
な
土
地
へ
赴
き
、
変
わ
っ
た
事
象
に
も
親
し
く
触
れ

た
で
あ
ろ
う
。
越
南
（
ベ
ト
ナ
ム
）
の
風
習
を
踏
襲
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
袁
枚
も
茶
葉
を
蓮
の
花
に
入
れ
た（
注
23
）

ら
し
い
の
で
、
こ
ち
ら
の
引
用
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、『
紅
楼
夢
』
に
も
お
茶
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、
蓮
の
花

に
茶
葉
を
入
れ
る
と
い
う
箇
所
は
見
当
た
ら
な
い
。

④
盆
景
作
り
に
お
け
る
花

　

筆
者
は
い
け
ば
な
に
つ
い
て
の
知
識
は
多
い
が
、
盆
景
の
花
に

つ
い
て
は
門
外
漢
で
あ
る
。
が
、
以
下
の
『
浮
生
六
記
』
巻
二
に

み
え
る
描
写
は
恐
ら
く
非
常
に
珍
し
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
の

で
、
挙
げ
る
。

【
本
文
】
以
此
类
推
，
幽
趣
无
穷
，
难
以
枚
举
。
如
石
菖
蒲
结
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子
，
用
冷
米
汤
同
嚼
，
喷
炭
上
，
置
阴
湿
地
，
能
长
细
菖

蒲
，
随
意
移
养
盆
碗
中
，
茸
茸
可
爱
。
以
老
莲
子
磨
薄
两

头
，
入
蛋
壳
，
使
鸡
翼
之
，
俟
雏
成
取
出
；
用
久
年
燕
巢
呢

加
天
门
冬
十
分
之
而
，
捣
烂
拌
匀
，
植
于
小
器
中
，
灌
以
河

水
，
晒
以
朝
阳
，
花
发
大
如
酒
杯
，
叶
缩
如
碗
口
，
亭
亭
可

爱
。�

（
二
七
页
）

【
和
訳
】
こ
れ
ら
を
推
し
て
行
け
ば
、
幽
け
き
趣
味
を
得
る
道

は
無
限
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
い
ち
い
ち
挙
げ
ら
れ
な
い
。
た

と
え
ば
石
菖
蒲
の
種
子
を
、
冷
え
た
重
湯
と
い
っ
し
ょ
に
嚼か

ん
で
、
木
炭
の
上
に
噴
き
つ
け
、
暗
い
湿
っ
た
と
こ
ろ
に
置
い

て
お
け
ば
、
細
長
い
菖
蒲
が
芽
生
え
る
。
こ
れ
は
鉢
な
り
碗

な
り
に
自
由
に
移
し
植
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
ぼ
う
ぼ
う

と
生
い
繁
っ
た
と
こ
ろ
は
、
な
か
な
か
愛
す
べ
き
も
の
が
あ

る
。
ま
た
は
古
い
蓮
の
実
の
両
端
を
軽
く
磨
っ
て
、
卵
の
殻

に
入
れ
て
雞
に
暖
め
さ
せ
、
雛
が
孵
っ
た
と
こ
ろ
で
こ
れ
を
取

り
出
す
。
一
方
、
年
久
し
く
棲
み
ふ
る
し
た
燕
の
巣
か
ら
取
っ

た
泥
と
天く

さ

門す
ぎ

冬か
ず
ら

十
分
の
二
を
加
え
、
く
た
く
た
に
搗
い
て
十

分
に
か
き
拌
ぜ
た
の
を
小
さ
な
器
に
入
れ
、
さ
き
の
蓮
の
実

を
こ
れ
に
活
け
て
、
河
水
を
灌
け
、
朝
日
に
晒
し
て
お
け
ば
、

や
が
て
酒
杯
ぐ
ら
い
の
ち
ん
ま
り
し
た
花
が
ひ
ら
く
。
葉
も

茶
碗
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
縮
ま
っ
て
、
す
ら
り
と
立
っ
た
風

情
は
甚
だ
可
愛
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。�

（
八
二
～
八
三
頁
）

　

こ
の
く
だ
り
が
沈
復
の
独
創
な
の
か
、
受
け
売
り
な
の
か
は
さ

て
お
き
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
振
り
が
『
紅
楼
夢
』
第
四
一
回
に
出
て
く

る
「
茄
鯗
（
茄
子
の
ひ
も
の
）」（
注
24
）を
彷
彿
す
る
。
あ
る
い
は
、

こ
れ
に
対
抗
し
よ
う
と
し
て
沈
復
が
知
識
を
開
陳
し
た
も
の
か
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
花
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
『
紅
楼
夢
』
と
『
浮
生
六
記
』
と

を
比
較
し
た
。

　

挿
花
に
お
い
て
は
、『
浮
生
六
記
』
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
。
単

に
花
を
い
け
る
描
写
だ
け
で
は
な
く
、
も
は
や
「
花
論
」
と
呼
べ

る
ほ
ど
の
持
論
を
展
開
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
中
国
で
は
発
明

さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
剣
山
を
、
沈
復
が
考
案
発
明

し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

　

鉢
花
に
関
し
て
、
た
ま
た
ま
水
仙
が
両
作
品
に
登
場
す
る
こ
と

か
ら
比
較
を
試
み
た
が
、『
紅
楼
夢
』
で
は
貴
族
階
級
ら
し
く
高

価
な
玉ぎ

ょ
くを

あ
し
ら
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
浮
生
六
記
』
の
場
合

は
「
い
か
に
お
金
を
掛
け
ず
に
雅
な
生
活
を
送
る
か
」
が
コ
ン
セ

プ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
炭
と
白
菜
を
宝
石
に
見
立
て
て
鑑
賞

す
る
、
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
盆
景
作
り
に
関
し
て
は
ほ
と

ん
ど
「
専
門
書
」
の
域
に
達
し
て
い
た
。
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結
局
、『
紅
楼
夢
』
に
お
け
る
花
と
は
「
散
り
ゆ
く
花
」
＝

「
別
れ
ゆ
く
女
性
た
ち
」
を
象
徴
し
て
お
り（
注
25
）、『
浮
生
六
記
』

に
お
け
る
花
は
自
分
と
愛
妻
と
が
鑑
賞
し
て
楽
し
む
花
、
創
造
し

て
い
く
花
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
両
者
の
大
き
な
相
異
が
存
在

し
、『
紅
楼
夢
』
を
読
ん
だ
と
思
し
き
沈
復
は
、
自
ら
の
花
論
を

述
べ
る
こ
と
、
そ
れ
が
『
紅
楼
夢
』
世
界
の
花
と
は
異
な
っ
て
お

り
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
沈
復
の
花
論
に
則
っ
た
文
人
い
け
は
書
斎
に
あ
っ

て
清
と
雅
と
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
客
人
た
ち
も
そ
れ
を

心
か
ら
観
賞
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
『
浮
生
六
記
』
の
花
論
を
現
代
の
い
け
ば
な
に
応
用
す
る

こ
と
が
、
華
人
社
会
の
今
後
の
課
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注

（
1
）
張
慧
劍
『
明
清
江
蘇
文
人
年
表
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
八
六
年
）

一
三
三
六
頁
に
は
「
琉
球
觀
海
圖
」
を
作
っ
た
と
あ
る
。
な
お
、
中
国

が
主
張
し
た
「
浮
生
六
記
に
魚
釣
島
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
魚
釣
島
は

中
国
領
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
は
、
単
な
る
発
見
で
あ
り
占
有
の
証
拠

と
な
り
得
な
か
っ
た
た
め
、
す
ぐ
に
下
火
と
な
っ
た
。

（
2
）「
も
し
そ
れ
園
亭
、
楼
閣
、
套
室
、
回
廊
、
築
山
の
石
の
配
置
、
花
果

の
栽
培
と
な
れ
ば
、
…
地
域
が
広
く
、
庭
石
が
多
く
て
い
た
ず
ら
に
工

事
に
金
を
か
け
た
と
い
う
だ
け
が
能
で
も
な
い
。」（
松
枝
茂
夫
訳
、
八

三
頁
）
に
は
、『
紅
楼
夢
』
の
大
観
園
を
批
判
し
て
い
る
。

（
3
）「
私
が
こ
の
本
に
め
ぐ
り
逢
っ
た
の
は
大
学
二
年
の
時
で
あ
っ
た
。
…

私
は
そ
の
前
か
ら
『
紅
楼
夢
』
に
熱
中
し
て
い
て
、
何
を
見
て
も
、
何

を
読
ん
で
も
、『
紅
楼
夢
』
と
関
係
づ
け
て
し
か
考
え
な
い
癖
が
つ
い
て

い
た
。
そ
う
い
う
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
小
型
の
『
紅
楼
夢
』

の
よ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な
か
っ
た
。」（
岩
波
「
解
説
」、
二
六
九
頁
）

（
4
）石
田
貞
一
に
つ
い
て
。
一
九
六
二
年
刊
の
創
元
推
理
文
庫
で
、『
チ
ョ
ー

ル
フ
ォ
ン
ト
荘
の
恐
怖
』と
い
う
本
を
訳
し
て
い
る
。
そ
の「
訳
者
紹
介
」

に
、「
一
八
九
四
年
大
阪
に
生
ま
る
。
日
本
電
報
通
信
社
上
海
支
局
英
文

主
任
、
同
盟
通
信
社
に
勤
務
、
現
在
洋
書
店
を
経
営
。
現
住
所
、
東
京

都
豊
島
区
椎
名
町
６
の
２
２
７
０
。
主
な
訳
書
、
沈
復
『
浮
生
六
記
』」

と
見
え
る
。（
日
中
文
学
文
化
研
究
学
会 

紅
楼
夢
研
究
会
所
属
水
野
力

氏
調
べ
）
そ
の
訳
本
に
は
沈
復
画
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
佐
藤
武
敏
『
中
国
の
花
譜
』（
平
凡
社
、
一
九
九
七
年
、
一
三
頁
）

（
6
）
佐
藤
武
敏
前
掲
書
一
〇
頁

（
7
）
袁
宏
道
（
一
五
六
八
：
隆
慶
二
年
～
一
六
一
〇
：
万
暦
三
八
年
）
字
、

中
郎
／
号
、
石
公
。
公
安
（
湖
北
省
公
安
県
）
の
人
。『
甁
史
』
邦
訳
は

前
掲
『
中
国
の
花
譜
』
二
一
六
～
二
四
〇
頁
。

（
8
）『
甁
史
』
の
タ
イ
ト
ル
を
挙
げ
る
：

一　
　

花
目
（
花
の
品
評
）
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二　
　

品
第
（
花
の
品
定
め
）

三　
　

器
具
（
花
を
生
け
る
器
）

四　
　

択
水
（
水
を
え
ら
ぶ
方
法
）

五　
　

宜
称
（
釣
合
い
）

六　
　

屏
俗
（
通
俗
を
し
り
ぞ
け
る
）

七　
　

花
祟
（
花
の
た
た
り
）

八　
　

洗
沐
（
沐
浴
）

九　
　

使
令
（
花
の
召
使
い
）

十　
　

好
事
（
物
ず
き
）

十
一　

清
賞
（
清
ら
か
に
花
を
め
で
る
）

十
二　

監
戒
（
い
ま
し
め
）

（
9
）
日
本
の
剣
山
は
明
治
期
に
盛
花
（
主
と
し
て
小
原
流
）
が
流
行
し
た

際
の
発
明
と
さ
れ
る
。
笹
岡
隆
甫
『
い
け
ば
な　

知
性
で
愛
で
る
日
本

の
美
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
四
七
頁
）

（
10
）
马
大
勇
『
中
国
传
统
插
花
艺
术
』（
中
国
林
业
出
版
社
、二
○
○
三
年
、

二
六
一
页
）

（
11
）
民
国
時
代
に
活
躍
し
た
作
家
の
周
痩
鵑
（
一
八
九
五
～
一
九
六
八
）

に
は
『
插
花
』『
再
谈
插
花
』『
夏
天
的
瓶
供
』
な
ど
の
作
品
が
あ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
花
論
ま
で
の
水
準
に
は
達
し
て
い
な
い
。

（
12
）『
实
用
插
花
基
础
教
程
』（
浙
江
科
学
技
术
出
版
社
、
二
○
一
二
年
）

（
13
）『
花
道
之
美
』（
中
華
人
文
花
道
發
展
協
會
、
二
○
一
一
年
）
に
は
、

小
原
流
、
古
流
、
池
坊
、
松
風
花
道
会
、
草
月
流
の
作
品
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。

（
14
）『
い
け
ば
な
便
利
帳
』（
主
婦
の
友
、
一
九
九
八
年
、
一
二
六
～
一
二

九
頁
）

（
15
）
定
型
化
し
た
い
け
ば
な
で
は
な
く
、
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な

い
け
ば
な
の
こ
と
。
前
掲
『
い
け
ば
な
便
利
帳
』
二
五
八
頁

（
16
）『
紅
楼
夢
傳
奇
』
を
創
作
し
た
石
韞
玉
（
一
七
五
六
：
乾
隆
二
一
年
～

一
八
三
七
：
道
光
一
七
年
）
字
、
琢
堂
は
沈
復
の
幼
な
じ
み
で
あ
っ
た
。

松
枝
茂
「
解
説
」
二
六
九
頁

（
17
）
金
逸
「
寒
夜
待
竹
士
不
帰
読
『
紅
楼
夢
』
伝
奇
有
作
」：『
袁
枚　

一

八
世
紀
中
国
の
詩
人
』
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、

一
九
九
九
年
、
三
四
二
頁
）

（
18
）
袁
宏
道
『
袁
中
郎
筆
記
』（
作
家
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
二
五
五
頁
）

（
19
）
佐
藤
武
敏
前
掲
書　

二
三
三
頁

（
20
）
佐
藤
武
敏
前
掲
書　

二
三
二
頁

（
21
）
中
村
公
一
『
中
国
の
花
こ
と
ば
︱
中
国
人
と
花
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
︱
』

（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
八
八
年
、
一
八
五
頁
）

（
22
）『
ア
ジ
ア
の
お
茶
を
楽
し
む
』（
新
星
出
版
社
、二
〇
〇
二
年
、一
四
頁
）

（
23
）
中
山
時
子
訳
『
随
園
食
単
』（
柴
田
書
店
、
一
九
七
五
年
、
二
一
九
頁
）

（
24
）
茄
子
の
皮
を
剥
い
て
中
の
果
肉
だ
け
に
し
、
細
切
り
し
て
か
ら
鶏
の

油
で
揚
げ
、
色
々
な
具
と
と
も
に
鶏
の
ス
ー
プ
で
汁
が
な
く
な
る
ま
で

と
ろ
火
で
煮
、
ゴ
マ
油
を
吸
わ
せ
て
糟
油
を
加
え
て
か
き
混
ぜ
、
磁
器

の
壺
に
入
れ
て
封
を
す
る
。
食
べ
る
時
に
取
り
出
し
、
炒
め
た
鶏
の
足
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と
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
別
説
に
、
茄
子
の
皮
と
わ
た
を
取
り
除
き
、
細
切

り
に
し
て
か
ら
日
向
で
乾
す
。
鶏
ス
ー
プ
で
茄
子
を
蒸
し
、
ま
た
乾
す
。

こ
の
手
順
で
九
回
蒸
し
乾
し
し
、
磁
器
に
貯
え
る
。
食
べ
る
と
き
に
炒

め
た
鶏
肉
と
和
え
る
。

（
25
）『
紅
楼
夢
』
に
も
様
々
な
花
が
登
場
す
る
が
、
最
も
有
名
な
の
は
「
黛

玉
葬
花
」（
第
二
三
回
）
と
い
う
情
節
で
あ
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
国
際
文
化
表
現
学
会
第
九
回
大
会
（
日
本
大
学
国
際
関

係
学
部
二
〇
一
三
年
五
月
一
一
日
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
加
筆

修
正
し
た
。
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